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河内小HP 

学 校 だ よ り 

令和５年４月２０日 

  校 長 室 発 行 

令和５年度は、９名の新入生と転入生を迎え、全校児童５９名でスタートしました。 

本校の学校教育目標は「生き生き かがやく 河内の子」です。コミュニティ・スクールとして３年目を迎え

ました。「地域とともにある学校」を掲げて、教職員一同、誠心誠意取り組みます。 

始業式では、河内小の目指す子ども像について話をしました。「自ら学び考える子、思いやりのある子、た

くましい子」になれるように、“なりたい自分”への歩みを進めてもらいたいと思います。そのために、夢や目

標を大切にして、失敗を恐れず、挑戦し続けるたくましい子に育ってくれることを願っています。 

 一人ひとりが大切な存在であることを感じられるように、大人が関わることができれば、子どもたちも安

心して、夢を持ち、新しい挑戦をしてくれると思いますので、地域の皆様、保護者の皆様のご理解とご協力を

よろしくお願いします。 

 

  【学校教育目標】 生き生き かがやく 河内の子 

   目指す学校像  ・楽しい学校   ・頑張る学校   ・地域とともにある学校 

   目指す児童像  ・自ら学び考える子   ・思いやりのある子   ・たくましい子 

   目指す教職員像  ・学び続ける教職員 

                ・子どもの気持ちによりそう教職員 

                ・協働する教職員 

●コミュニティ・スクールスローガン 

「すすんであいさつし、たくましくチャレンジを続ける子」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆＊◆令和５年度教職員の紹介◆＊◆ 

今年度の教職員です。どうぞよろしくおねがいします。 

校 長     山田 史子 学校経営 

教 頭     松浦 浩澄 学校運営、地域連携 

１年担任    大平 花菜 司書教諭、道徳推進教師 

２年担任   大西 達也 体育主担当 

３年担任   小林   勝 生徒指導主事、特別支援 Co 

４年担任   森田 加奈 保健主事 

５年担任   安東 千晶 教務主任・学力向上担当 

６年担任   小林 俊彦 研究主任 

専科指導   石井 惠子 通学指導 

養護助教諭 山﨑 菜緒 健康教育、教育相談 

事務主事   立石   樹  学校事務・経理 

校 務 員   井原 福典  給食、環境整備 

非常勤講師  福島 純子（専科） 

講師（兼務）  武田 清実（英語） 

ALT       ベロニカ田村（外国語指導） 

授業改革推進員（兼務） 久保田 智子（北房小） 

学校司書（兼務）  水田 美由紀（落合中） 

学校栄養職員（兼務） 岩﨑 有莉（真庭中央食育C） 

スクールカウンセラー     松久 拓未 

スクールソーシャルワーカー 猪田 有弥 

＊特別非常勤講師 妹尾 宗夫（農業体験指導） 

＊特別非常勤講師 豊岡 朗子（和楽器指導） 

（育休中）正影 茜 

（育休中）後藤 多恵子 

コミュニティ・スクールの三村 登会長

さんが、３月末にご逝去なさいました。 

毎日の登下校の見守りをしてくださっ

ていて、河内の子どもたちをいつも気にか

けてくださいました。 

昨年度は１２月に昔遊びで、コマまわし

体験でお世話になりました。子どもたちか

らは、「こまじいちゃん」と呼ばれていて、

たくさん遊んでもらいました。 

 謹んでご冥福をお祈りします。 

●＊ 転任者の紹介 ＊● 

 昨年度末の人事異動で、次の教職員が退職、

転任しました。在任中は皆様に大変お世話にな

りました。 

小椋 早織 教頭 津山市立秀実小学校へ 

谷口 峰子 先生 木山小学校へ 

清水 和輝 先生 鏡野町立南小学校へ 

大岩 謹吾 先生 落合小学校へ 

西山 明美 先生 川東小学校へ 

神尾 拓哉 先生 ご退職 

 

●感染症対策について 

新型コロナウイルス感染症対策では、４月 1 日か

らマスクの着用を求めず、各自で判断をすることに

なりました。学校では、これまでのように、基本的な

感染症対策を続けながら、その場面に合わせた対

応をしたいと考えています。マスクを外して、友だち

の表情を見て過ごすことができるのは、久しぶりで

すから嬉しいことです。この生活が長く続けられる

ように、各自が体調の管理をして、元気に過ごして

ほしいです。 

大切にしないといけないことは、『コロナに負けな

い。』という気持ちでした。コロナに関することやマ

スクの着用有無についての差別や偏見がないよう

に、自分も周りの人も大切にしてくれることを願っ

ています。 

 


